Study on the casting methods of gilt bronze Buddhist statue in Chinese Nothern Wei -Partial experimental casting of Nyorai in Sano Art Museum collection- by 三宮 千佳
要旨
　The gilt bronze Buddhist statue in Chinese Northern 
Wei have been studied in the past by art history focusing 
on a style study, but there is no conspicuous development 
in recent years.So I considered mint methods by a 
experimental casting as new development of the study. 
The gilt-bronze Nyorai with inscription Year 1th of 
TianJian (524) taken up as a subject of a experimental 
casting is the collection in Sano art museum in Mishima-
shi, Shizuoka. So a experimental casting of nimbus 
of flames of the gilt-bronze Nyorai was also cast by 
archetype to embellish pattern, with the guidance of 
Professor MIFUNE Haruhisa in the casting room at 
Faculty of Art and Design，University of Toyama, in 
June (2015). The reproduction material compared with 
the gilt-bronze Nyorai, and it was understood that a 
casting methods of it was cast by archetype to embellish 
pattern. This research is new technique as a study in 
a gorge of art history and archaeology, and I’d like to 
make them develop through further experimental casting 
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表１　金銅仏の光背火焔文の形状分類
番号 所蔵 名称 時代 制作年代（銘文） 出土地
線の形状 火焔の形状
凸線 凹線 渦巻型 Ｃ型渦巻 放射線状 Ｕ字型 波型
1 永青文庫 金銅如来坐像 宋 元嘉14年（437） 〇 〇　
2 根津美術館 金銅二仏並坐像 北魏 太和13年（489） 〇 〇
3 泉屋博古館 金銅如来立像 北魏 太和22年（498） 〇 〇　
4 出光美術館 金銅菩薩立像 北魏 正始元年（504） 〇 〇　
5 藤井斉成会有鄰館 金銅如来坐像 北魏 太和期 〇 〇
6 大和文華館 金銅如来坐像 北魏 庚□銘（480か490） 〇 〇
7 東京国立博物館 青銅如来坐像 北魏 〇 〇
8 浜松市美術館 青銅如来坐像 北魏 〇 〇
9 佐野美術館 金銅菩薩立像 北魏 〇 〇
10 京都大学人文科学研究所 青銅如来立像 北魏 〇 〇 〇
11 浜松市美術館 青銅如来立像 北魏 〇 〇
12 早稲田大学會津八一記念博物館 銅造如来坐造 北魏 ○ ○
13 早稲田大学會津八一記念博物館 銅造如来坐造 北魏 ○ ○
14 東京国立博物館 金銅菩薩立像 東魏 興和4年（542） 〇 　 〇
15 博興県博物館（中国・山東省） 王上造二仏並坐像 北魏 太和２年（478）
山東省博興県・
龍華寺址出土 〇 〇
16 博興県博物館 落陵委造観音菩薩立像 北魏 太和２年（478） 龍華寺址出土 〇 〇
17 博興県博物館 程暈造仏坐像 北魏 太和９年（485） 龍華寺址出土 〇 〇
18 博興県博物館 仏立像 北魏 太和８年（484） 龍華寺址出土 〇 〇
19 博興県博物館 石景之造二仏並坐像 北魏 景明元年（500） 龍華寺址出土 〇 〇 〇
20 博興県博物館 朱徳元造観音菩薩立像 北魏 正始２年（505） 龍華寺址出土 〇 〇
21 博興県博物館 □世基造二仏並坐像 北魏 正始２年（50） 龍華寺址出土 〇 〇
22 博興県博物館 張鉄武造二仏並坐像 北魏 正始４年（507） 龍華寺址出土 〇 〇
23 博興県博物館 明敬武造観音菩薩立像 北魏 永平４年（511） 龍華寺址出土 〇 〇
24 博興県博物館 仏坐像 北魏 熙平２年（517） 龍華寺址出土 〇 〇
25 博興県博物館 項寄造仏坐像 北魏 正光４年（523） 龍華寺址出土 〇 〇
26 博興県博物館 孔雀造弥勒三尊像 北魏 普泰２年（532） 龍華寺址出土 〇 〇
27 博興県博物館 馮貳郎造三尊像 北魏 太昌元年（532） 龍華寺址出土 〇 〇 〇
28 博興県博物館 二仏並坐像 北魏 龍華寺址出土 〇 〇
29 博興県博物館 仏坐像 北魏 龍華寺址出土 〇 〇
30 博興県博物館 薛明陵造仏坐像 東魏 興和２年（540） 龍華寺址出土 〇 〇
31 博興県博物館 項智坦造仏坐像 東魏 興和４年（542） 龍華寺址出土 〇 〇
32 博興県博物館 程次男造観音菩薩立像 東魏 武定３年（545） 龍華寺址出土 〇 〇
33 博興県博物館 昧妙造仏立像 東魏 龍華寺址出土 〇 〇
34 博興県博物館 仏三尊像 東魏 　 龍華寺址出土 　 〇 〇
35 博興県博物館 仏立像 東魏 龍華寺址出土 〇 〇 　
36 博興県博物館 薛明陵造菩薩立像 北斉 天保５年（554） 龍華寺址出土 〇 〇
37 博興県博物館 孔昭俤造弥勒交脚像 北斉 河清３年（564） 龍華寺址出土 〇 〇
38 博興県博物館 □思保造仏立像 北斉 河清３年（565） 龍華寺址出土 〇 〇
39 博興県博物館 孫天 造観音菩薩立像 北斉 武平元年（570） 龍華寺址出土 〇 〇
40 博興県博物館 劉樹□造観音菩薩三尊像 北斉 武平２年（571） 龍華寺址出土 　 〇 〇
41 博興県博物館 仏立像 北斉 龍華寺址出土 〇 〇
42 博興県博物館 仏三尊像 北斉 龍華寺址出土 〇 〇
43 個人蔵 金銅如来坐像 北魏 和平5（464） 〇 〇
44 個人蔵 金銅如来立像 北魏 皇興5年（471） 〇 〇
45 個人蔵 金銅菩薩立像 北魏 太和8年（484） 〇 〇
46 個人蔵 金銅如来立像 北魏 太和13年（489） 〇 　 〇
47 個人蔵 金銅二仏並坐像 北魏 太和20年（496） 〇 〇
48 個人蔵 金銅菩薩立像 北魏 延昌2年（513） 〇 〇









































る。また大衣の内側には左肩から右脇下にかけて僧祇支 図８　 太和22年（498 ）年銘金銅如来立像　泉屋博古館蔵
図７　 青銅如来立像　京都大学人文科学研究所蔵
図６　 金銅如来坐像　早稲田大学會津八一記念博物館蔵
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